










　20 世紀、化学肥料が出現し世界の農業を一変さ

せました。化学肥料は、農産物の生産性を飛躍的

に向上させ、その結果、人類は物質的な豊かさを享

受できるようになりました。また、農薬が次 と々開発

され、日本のスーパーマーケットでは、虫食いのない、

緑の濃いきれいな野菜が並んでいます。

　化学農法が定着して約 70 年たった今、環境負荷

や人を含めた生物への悪影響という、負の側面が顕

著になってきました。農地の生物は減少していき、

日本の農地ではミミズの姿を見ることが少なくなりま

した。また、健康被害の報告が増えてきています。

　欧米では、残留農薬がない安全な農産物の欲求

や環境保全への意識の高まりから、有機農産物の

需要が顕著に伸びています。

　化学農法（慣行農法）では、微生物が植物病の

原因となる場合が多 あ々り、微生物は不要なものと考

えられています。しかし、有機農法では微生物が物

質循環の重要な役割を果たす必須なものです。この

ように有機農法と化学農法は対極にあるように思い

ます。有機農法と化学農法の概略を図１に示します。

　化学農法は、低分子に加工した無機物である化

学肥料を使います。化学肥料は水によく溶け植物に

早く吸収されるため、すぐに植物成長の効果が表れ

ます。ただ、水によく溶けるため環境流出という負

の側面があります。

　一方の有機農法は、水に溶けない高分子の有機

肥料を使います。この有機肥料は、土の中に生息す

る微生物の栄養素にもなり、多くの種類の微生物を

増やします。有機肥料は、これらの微生物により少

しずつ分解されていきます。そして小さな分子になっ

た成分は、植物の肥料となり植物に吸収されます。

このように有機物の分解は、土壌中の微生物により

行われ、物質循環の主役は微生物なのです。有機

肥料が低分子になる過程は時間を要すため、即効

性という面では化学肥料に分があります。しかし、

有機肥料は水に溶けにくいことから環境への流出が

少なく、環境負荷は少ないといえます。

　健康な農産物の提供や環境保全の観点から、有

機農業が見直されています。ただ、有機農業は経験

や勘に頼る部分が多く、「再現性が低い」ことが最大

の課題です。

　筆者らは、土の肥沃度を高める主役である微生物

と有機物に着目し、土壌肥沃度指標（Soil Fertility 

Index; SOFIX）を研究・開発しました。SOFIX 分

析は、有機農業に求められる土壌の生物性を重視

し、生物性を中心に化学性および物理性を合わせ

て 19 項目分析します（図2）。SOFIX 分析は、いわ

ば土壌の健康診断です。

　その後、分析データをパターン化することにより、

土壌を定量的に診断していきます。図３に示すパター

ン判定は、これまでのデータから基準値（最低限必

要な量）を設け、すべての基準値をクリアできれば

SOFIX物質循環型農業
立命館大学 生命科学部 生物工学科 教授 久保　幹氏

図 1　有機農業と化学農業の概要
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特 A 評価、総細菌数が検出限界以下であれば D

評価というように、特 A～D 評価まで設定しています

（図４）。

　SOFIX 分析により、総細菌数が検出限界以下で

D 評価が出た農地や、総細菌数が２億個／g- 土壌

未満の農地で C 評価が出た農地では、農薬や化学

肥料などの化学物質の蓄積が疑われます。これまで

に、10,000 検体以上の SOFIX 分析を実施してきま

した。

　日本の農地の評価は一体どうなっているのでしょ

うか。

　図５に日本の農地評価の現状を示します。このよ

うに、日本の農地において、特 A 評価はわずか３％

でした。逆に、化学物質の蓄積が疑われるD 評価

や C 評価の農地は 25％もありました。この結果は、

ほとんど化学農法に頼っている日本の農業（99.4％）

では、当然の結果なのかもしれません。

　日本ではなぜ有機農業が増えていかないのでしょ

うか。

　要因の一つとして、日本には良質な有機肥料が少

ないことがわかりました。牛糞堆肥や鶏糞堆肥は、

各地域に豊富にあるのですが、廃棄物として扱われ

ているものが多く、品質の面からみると悪いものが

多くなっています（図6）。B 評価とC 評価の堆肥の

図 2　SOFIX の分析項目

図 4　SOFIX パターン判定に基づく農地評価

図 3　SOFIX パターン判定

図 5　日本の農地評価の現状

図 6　日本の堆肥の評価の現状
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割合が 70％を超えており、特 A 堆肥はわずか 17％

しかありませんでした。このように、有機肥料の質

が悪いため、有機農業では収穫量や再現性が低く

なっていることがわかりました。これらの結果から、

有機肥料の質を向上させることが、有機農業の割

合を増やしていくことに繋がると判断しました。

　それでは、どのようにすれば、有機肥料の品質を

向上できるのでしょうか。

　私たちは、牛糞堆肥や鶏糞堆肥などの発酵・有

機資材（堆肥）と米ぬかや油粕などの未発酵・有

機資材の分析を実施しました。

　分析結果から、低品質の発酵・有機資材（堆肥）

は、水分量が多く、成分のばらつきが多いことがわ

かりました。また未発酵・有機資材は、窒素成分が

多いがリン成分が少ないなど、含有成分に大きな偏

りがありました。さらに日本で流通している有機肥

料は、植物が要求するミネラル成分含有量が少ない

ことも明らかになりました。

　これらの情報に基づいて、最適な有機肥料を開発

することにしました。具体的には、それぞれの有機

資材の特徴を生かすため、各有機資材の成分の詳細

な分析から、最適な肥料成分になるようブレンドし、

高品質有機肥料（SOFIX パウダー）を製造しました

（図7）。

　この新しい有機肥料で本当に土壌が改善され、

良質な農産物が栽培できるかどうかの検証を行いま

した。

　SOFIX パウダーを用い土壌肥沃度を改善し、シソ

（ポット試験）（図8）とキャベツ（露地実験）（図9）

を栽培した結果を示します。このように、高品質な

有機肥料を使うことにより、化学肥料と同等の成長

を示すことが明らかになりました。

　日本には豊かな山林があり、かつてはそのふもと

に里山が広がっていました。これらはバイオマスの

宝庫であり、物質循環型農業の原点になります。化

学農業が一般的になってから目を向けられなくなっ

たバイオマスは、今後の日本の農業に欠かせない資

源になると思います。自然の摂理にかなった持続可

能な農業が、今後の中心になって欲しいと願ってい

ます。
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図 7　SOFIX パウダー（有機肥料）

図 8　SOFIX パウダーを用いた植物成長（シソ）

　　図 9　SOFIX パウダーを用いた植物成長（キャベツ）
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　私と環境問題との関わりは、「四大公害病」と呼
ばれている水俣病、イタイイタイ病、四日市ぜんそく
などの深刻な被害の様子が連日、テレビニュースや
新聞の一面で大きく報道されていた小学生時代に遡
る。当時は公害問題として命や健康を脅かす公害に
対抗する運動が各地で展開されていた。研究者を志
した 40 年程前からは「環境と女性 / ジェンダー」を
テーマに調査、研究を続けている。
　その原点には二つの“出会い”がある。一つは
胎児性水俣病患者として生まれた坂本しのぶさんが
私と同じ1956 年 7月生れであること。妊娠中のお母
さんが汚染された魚を食べたことにより、水銀が胎
盤を通り抜け、しのぶさんが水俣病を発症したという
事実を知ったときの衝撃は今でも鮮明に覚えている。
生態系の破壊や食の安全・安心について関心を持つ
大きなきっかけとなった。
　もう一つは日本の公害史の中で特筆すべき公害運
動として名高い、北九州市戸畑区婦人協議会による

「青空がほしい」運動である。北九州は日本の四大
工業地帯の一つでもあり、大気汚染で重大な健康被
害が子どもを中心に起きていた。そこで立ち上がっ
たのが家事や育児を担っていた女性たちだった。彼
女たちは洗濯物の白いシャツに煤煙が付着して真っ
黒になることを証明するなど、公害の発生源の特定
や大気汚染の実態を明らかにするために地道な調
査や研究を行い、公害対策や環境政策につなげた。
彼女たちの活動は、私が生活の現場での女性の経
験にもとづく気づきや視点、そして身近な環境を見
つめる市民研究の重要性を認識する原動力となって
いる。
　今年の 2 月、「青空がほしい」運動の地であり、
現在は「SDGs 未来都市」として持続可能な開発目
標に関わる取組を推進している北九州市を、北九州
市立大学の齋藤園子先生とのご縁で久しぶりに訪問
することができた。齊藤先生は学長選考型研究費を

獲得し、ゼミ生や有志で参加した学生と一緒に国
際的な取組へのコミットメントを通じたジェンダー平
等（SDGs5）の推進をめざすプロジェクトに取り組
んでいる。これまでに、北九州市立大学の教員に向
けたジェンダー平等の意識調査やインタビュー調査を
実施し、その結果をもとにポスター作成をするなど、
若者が主体となってジェンダー平等の未来予想図を
描こうと活動を行っている。私はそのプロジェクトの
報告会にゲスト講師として招かれ、SDGs5 に関する
ミニ講義と学生たちの活動に対するコメントを担当
した。
　齊藤先生から北九州市立大学は SDGs（持続可
能な開発目標）に該当する学内の取り組みを学生が
自ら発見し、取材し、その事例を内外に発信する

「KITAQ キャンパス SDGs」を実施していると教え
ていただいた。調べてみると 30 を超えるプロジェク
トが展開されている。たとえば、地域共生教育セン
ターのプロジェクトの一つ、「青空学プロジェクト」
は北九州市の公害克服の歴史に着目して、関係者へ
のインタビュー等を通して公害の歴史を学生の視点
でまとめる活動を行っている。
　「青空がほしい」運動のたすきは若い世代にしっ
かりとつながっている。

参照：北九州市立大学 SDGs（http://kitaqsdgs.jp/）

襷をつなぐ若者たち
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ステイナビリティーへの取り組みの一環としてリサイ
クル分野強化、ネット通販や海外市場、ユニフォーム
レンタルといったチャネルの拡大の動きも見られます。
　ボンマックス（東京都中央区）は、オフィスウエ
アブランド「ボンオフィス」で、働き方の多様性に合
わせたユニフォームを展開。男女統一感を持たせた
コーディネートが可能な新企画「ペアユニフォーム」
など、SDGs の解釈を一層、深めている印象です。

「ウェルビーイングな働き方」をテーマに、働く人がよ
り「幸福」で「健康」に働けるユニフォームを企画
するカーシーカシマ（栃木県佐野市）は、女性の悩
みに寄り添ったフェムテック商品を拡充。着るだけ
でクールダウンできる「フェム クール ツイード」や、
汗じみ対策の新機能「エチケットガード」を搭載した
オフィスポロなど、 社内の女性プロジェクトチームの
企画力が光ります。
　サーヴォ（東京都中央区）は、ユーザー企業のサス
テイナビリティー活動を支援するアイテムをそろえまし
た。オフィスウエア「グロウ」では 100％再生ポリエ
ステル使用のサステイナブル製品を訴求。サービスウ
エアでは廃棄されるカキ殻×リサイクルペットボトル
から生まれた次世代のエシカル素材「SEAWOOL」

（シーウール）
で、飲食サー
ビ ス 業 向 け
シ ャ ツ を 開
発。ウールの
ように滑らか
な肌 触りで、
軽くて動きや
すく、快適で
シワになりに
くいのが特徴
で、ひときわ
目を引いてい
ました。

　カタログユニフォームの2023 年春夏商品が発売さ
れました。展示商談会は、新型コロナウィルス禍前
のにぎわいが復活し、経済活動の再開に向けた熱
気が伝わってきます。コロナ禍でも ESG（環境、社
会、ガバナンス）やサステイナビリティーの関心は一
向に衰えず、ユニフォームも環境配慮やリサイクルと
いった従来の取り組みに加え、新しい切り口での提
案が増えてきました。
　ワークウエア大手のコーコス信岡（広島県福山市）
は、再生 PET100% 使いのワークウエアをリリース
しました。ブルゾン、パンツのセットアップでペット
ボトル 30 本分に相当するということです。中塚被服

（同）は、サトウキビの搾りかすを利用した植物由来
の PET 繊維を採用したウエアをラインアップ。クロ
ダルマ（同県府中市）はユニチカトレーディングの
再生ポリエステル「ユニエコロ」、伊藤忠商事が推
進する「レニュー」を採用するなど、エコ素材の採
用に積極的です。福山市に本社を置く株式会社エコ
ログ・リサイクリング・ジャパンは回収した衣類をリ
サイクルしてできたポリエステル原料からユニフォー
ムやノベルティの制作などを行っており、ネットワー
クを広げつつあります。
　ところで、ワークウエアの新商品では、電動ファン

（EF）付きウエアに新しい動きが出てきました。熱
中症対策としてここ数年、市場が拡大していますが、
先行の空冷式に対して、この 2 年ほどは水冷式のウ
エアが増えてきました。基本的にウエアに巡らせた
チューブに電動で水を循環させる構造。保冷剤を首
筋や脇に入れて冷やすタイプの進化版といえます。
外気温に左右されず、炎天下でも冷却性能を発揮、
ファンの音に比べ静音性にも優れています。電流を
流すと片面が発熱、もう片面が冷える性質を持った
デバイス「ペルチェ素子」を使ったモデルも登場。
着用者の健康維持はもちろん、電気代の高騰に悩む
事業者が増えたため、夏場の省エネ効果が注目さ
れそうです。
　サービスウエアは、「ウィズコロナ」を見据え、サ

ウィズコロナに積極提案

ダイセン株式会社 記者 富永 周也氏

エコ＆
ユニフォーム
最前線

40

カキ殻×リサイクルペットボトルから生ま
れたエシカル素材「シーウール」（サー
ヴォの展示商談会）
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　本機構は、地域社会・国際社会への貢献、資源循環、環境教育及び生物多様性保全活動等、豊か
な環境を引き継ぐため、環境、経済、社会が一体となった持続可能な社会づくりに資する活動を行う企
業・団体を表彰する持続可能な社会づくり活動表彰を実施しています。ぜひふるってご応募ください。
【応募資格】環境保全に資する持続可能な社会づくりに資する活動を行う日本国内に主たる事務所を有す

る企業・団体
【応募方法】ホームページに掲載している既定の推薦書に必要資料を添えて事務局へご郵送ください。
【応募締切】8月31日（木）必着　　　　【審査】10月までに審査委員会において受賞者決定
◇◇ 2022 年度受賞者紹介◇◇

〔環境大臣賞〕特定非営利活動法人宍塚の自然と歴史の会
「宍塚の里山の生き物と文化遺産を保全し学び、次世代に伝えよう」

2023 年度持続可能な社会づくり活動表彰 募集案内

【日　時】6月28日（水）15：00 ～16：30
【場　所】航空会館 701会議室（東京都港区新橋）
【講　師】東京大学大学院 新領域創成科学研究科附属サステイナブル社会 

デザインセンター教授 亀山 康子氏
【演　題】環境と経済　～カーボンニュートラルに向けた現状と課題～

　脱炭素社会をテーマに、世界の現状・動向や、その中での日本の対応のこ
れまでの経緯を概観します。そして、企業は今度どのように対応すべきか、社
会経済の展望等について紹介します。

【参加費】無料　　　　【参加申込締切】6月23日（金）

表彰応募、講演会参加申込の詳細については、ホームページ（https://www.elco.or.jp）を参照ください。

第 26 回環境文化講演会 開催案内

〔地域づくり活動賞〕
つくし野ビオトーププロジェクト

「自然体験不足の大都市近郊の子供と保護者に市民が提供する「体験的環境学習」の 17 年」

〔ＥＳＤ活動賞〕
次世代のためにがんばろ会「故郷を誇れる青少年育成活動」

〔資源循環活動賞〕
NGP日本自動車リサイクル事業協同組合

「自動車リユース部品でカーボンニュートラルに貢献～ CO2 削減効果の定量化と研究成果を活用した普及・啓発～」

〔生物多様性保全活動賞〕
株式会社チノー「チノー ビオトープフォレストにおける環境学習」

事 務 局 案 内
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